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二
〇
二
三
年
一
月
二
十
一
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
制

作
・
配
信
の
土
曜
ド
ラ
マ
『
探
偵
ロ
マ
ン
ス
』

第
一
話
が
放
送
さ
れ
た
。
翌
日
、
ド
ラ
マ
の

放
送
開
始
を
き
っ
か
け
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
大
衆

文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
共
同
主
催
で
、「
乱

歩
を
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
す
る
方
法
―
―
Ｎ
Ｈ

Ｋ
『
探
偵
ロ
マ
ン
ス
』
制
作
秘
話
」
と
題
す

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
立
教
大
学
池
袋
キ
ャ
ン

パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
同
大
学
の
学
生
だ
け

で
な
く
、
江
戸
川
乱
歩
、
そ
の
周
辺
を
題
材

と
す
る
ド
ラ
マ
の
魅
力
を
で
き
る
だ
け
多
く

の
人
に
伝
え
る
た
め
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ

る
。

『
探
偵
ロ
マ
ン
ス
』
は
従
来
の
乱
歩
作
品
を

主
眼
と
す
る
映
像
作
品
と
は
異
な
り
、
探
偵

小
説
作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
前
の
江
戸

川
乱
歩
こ
と
平
井
太
郎
を
主
軸
と
す
る
作
品

だ
。
筆
者
自
身
も
、
平
井
太
郎
を
主
人
公
に

ど
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
出
来
上
が
る
の

か
と
い
っ
た
点
に
注
目
し
つ
つ
参
加
し
た
。

　

登
壇
者
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
阪
放
送
局
所
属
、『
探

偵
ロ
マ
ン
ス
』
制
作
統
括
担
当
の
櫻
井
賢
氏

（
司
会
）、
演
出
担
当
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
安

達
も
じ
り
氏
、
美
術
デ
ザ
イ
ン
担
当
の
瀨
木

文
氏
、
ド
ラ
マ
の
企
画
書
を
作
り
同
時
に
演

出
担
当
の
大
嶋
慧
介
氏
、
映
像
編
集
担
当
の

佐
藤
秀
城
氏
で
あ
る
。

　

午
後
二
時
、
会
場
は
開
始
前
の
緊
張
な
雰

囲
気
と
豊
富
多
彩
な
内
容
へ
の
期
待
で
み
な

ぎ
っ
て
い
た
。
概
観
す
る
と
、
登
壇
者
に
よ

る
「
制
作
秘
話
」
を
語
り
合
う
部
分
と
、
質

疑
応
答
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、『
探
偵
ロ
マ
ン
ス
』
の
成
立
に
つ

い
て
、「
海
外
に
発
信
で
き
る
オ
リ
ジ
ナ
ル

ド
ラ
マ
」
の
内
部
企
画
募
集
に
応
募
し
、「
若

い
視
聴
者
に
も
観
て
い
た
だ
き
た
い
乱
歩
活

劇
（
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
）
を
作
る
」

こ
と
が
出
発
点
で
あ
る
と
大
嶋
氏
が
語
っ
て

い
た
。
さ
ら
に
、
櫻
井
氏
に
よ
れ
ば
、
通
常
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
制
作
過
程
と
し
て
、
ま
ず

物
語
の
大
筋
す
な
わ
ち
プ
ロ
ッ
ト
を
提
示
し

て
か
ら
段
階
ご
と
に
進
め
て
い
く
が
、『
探

偵
ロ
マ
ン
ス
』
は
台
本
や
プ
ロ
ッ
ト
が
最
初

の
段
階
で
は
提
示
さ
れ
ず
、「
作
り
た
い
」

と
い
う
気
概
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
。

『
探
偵
ロ
マ
ン
ス
』
の
世
界
の
成
り
立
ち
を

め
ぐ
っ
て
、
安
達
氏
と
瀨
木
氏
が
舞
台
設
定

の
「
イ
メ
ー
ジ
ボ
ー
ド
」
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
た
。
乱
歩
の
「
真
髄
」
を
考
え
た
と
き

に
、「
現
実
社
会
＝
渇
き
」、「
赤
と
黒
」、「
社

会
階
層
の
差
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
が
挙

げ
ら
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
安
達
氏
は

「
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
世
界
」、
西
部
劇
の
よ

う
な
「
ド
ラ
イ
」
な
世
界
を
作
り
た
い
と
語

っ
た
。
実
際
の
映
像
で
も
、
真
昼
の
太
陽
の

も
と
で
登
場
人
物
の
動
き
が
一
目
瞭
然
の
よ

う
な
明
る
い
場
面
が
多
く
見
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
瀨
木
氏
は
安
達
氏
の
イ
メ
ー
ジ
に
沿
っ

て
場
面
の
イ
メ
ー
ジ
ス
ケ
ッ
チ
を
作
成
し

た
。
い
わ
ゆ
る
「
時
代
考
証
」
の
制
限
を
は

ず
し
、
乱
歩
が
生
き
て
き
た
時
代
の
資
料
を

読
み
込
む
と
同
時
に
、「
海
外
発
信
」
を
意

識
し
つ
つ
、
貧
富
の
差
が
織
り
な
す
荒
廃
の

世
界
に
「
ア
ジ
ア
ン
テ
イ
ス
ト
」
を
取
り
入

れ
て
み
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
時
代
考
証
」

を
も
と
に
還
元
さ
れ
た
「
大
正
時
代
」
と
い

う
よ
り
は
、
乱
歩
の
時
代
を
起
点
に
、
ア
ジ

ア
の
ス
ラ
ム
街
に
大
正
時
代
の
要
素
を
取
り

入
れ
た
と
い
う
多
元
的
な
空
間
を
見
せ
た
い

の
だ
。

　

企
画
、
構
想
、
そ
し
て
世
界
観
の
創
出
、

次
は
い
よ
い
よ
撮
影
に
移
す
。
リ
ア
リ
テ
ィ

を
担
保
す
る
た
め
に
、
役
者
に
そ
の
時
代
を

体
感
し
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
、
例
え
ば
ご

み
袋
な
ど
臭
い
を
発
す
る
セ
ッ
ト
を
作
っ
た

な
ど
、
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
こ
れ
ら
は
映
像
に
映
さ
な
い
が
、
雰
囲

気
作
り
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
要
素
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
ア
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ン
を
意
識

的
に
取
り
入
れ
た
た
め
、
役
者
の
実
演
ア
ク

シ
ョ
ン
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
。

「
制
作
秘
話
」
が
酣
と
な
っ
た
頃
、
参
加
者

と
の
質
疑
応
答
に
移
し
た
。
ま
ず
、
ド
ラ
マ

の
題
材
と
し
て
、
な
ぜ
「
乱
歩
作
品
」
で
は

な
く
「
乱
歩
」
な
の
か
、
制
作
す
る
と
き
に

今
ま
で
の
江
戸
川
乱
歩
の
映
像
作
品
を
ど
の

よ
う
に
意
識
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
質
問

が
上
が
っ
た
。
安
達
氏
は
、
先
行
作
品
を
意

識
し
つ
つ
も
そ
こ
と
は
距
離
を
置
い
て
、
あ

く
ま
で
も
小
説
か
ら
ヒ
ン
ト
を
探
し
た
と
述

べ
た
。
瀨
木
氏
も
、
乱
歩
が
「
何
を
見
て
そ

れ
を
言
葉
に
し
て
い
く
の
か
」
を
主
眼
と
し

て
、
そ
こ
に
フ
ァ
ン
が
楽
し
む
デ
ィ
テ
ー
ル

を
織
り
込
ん
だ
と
語
っ
た
。
ほ
か
に
も
、「
若

者
の
群
像
劇
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
重
要
視
す
る

こ
と
か
ら
若
手
俳
優
を
起
用
し
た
キ
ャ
ス
テ

ィ
ン
グ
の
話
題
や
、
衣
装
制
作
、
ア
ク
シ
ョ

ン
の
撮
影
、
編
集
作
業
に
つ
い
て
様
々
な
話

題
に
花
を
咲
か
せ
た
。「
制
作
秘
話
」
の
語

り
合
い
と
い
う
リ
ラ
ッ
ク
ス
と
し
た
雰
囲
気

で
、「
乱
歩
」
を
「
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
」
に
す

る
試
み
と
そ
の
可
能
性
を
見
せ
て
く
れ
た
貴

重
な
時
間
で
あ
っ
た
。

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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